
平成22年は、夏の記録的な猛暑により、

水稲に大きな影響がありました。以下に、生

育などの状況と今後に向けた主な稲作りに

ついて述べます。

1　水稲の生育経過

平成22年は梅雨明け以降の平均気温が

平年を約3℃上回る記録的な猛暑となり生

育は促進されました（図1）。また、イネ

アオムシや紋枯病が発生したほか、全体的

に籾は小粒傾向となり、収量は平年を下回

りました。

2　水稲品質等への影響

℃　　図1夏期期間の気温経過（さいたま市）
40

35

30

25

20

15

▲

∧

■　■ －　－ －　■■ 1■ 爪
■l ▲

l■

ソーン
華　琳 膵 哉喜

■

■r■　殿 酌．紛 エ経　板

1‾●

掛軸

●● l l

ェ

■● l■l■

▼ V ▼

■■

▼取

鞠鞠

軸物

㈱♂♂㈱♂㌔♂
－最高・・－平均　－最低　■■■●最高　掠轍励声平均　■■一・最低

程度の差はありますが、全品種、全作型

で高温障害による収量や自未熟粒（背自粒、

基部未熟粒）による品質の低下が発生しま

した。

なお、平成22年産の品質低下の最も大

きな要因としては、出穂後20日間の日平

均気温が26～27℃を超えたことによりま

す（図2）。

く項目別の影響〉

（1）品種：「彩のかがやき」「朝の光」などに著

しい品質低下がありました。

（2）作期：8月中旬頃に出穂し、高温に遭遇

した作型で品質低下が顕著となりました。

（3）施肥：平成22年は適切な追肥が行われ

2

た水田でも、肥料の分解が平年以上に進

んだことで、全般に肥料不足の傾向がみ

られました。

（4）水管理：7月中旬～9月上旬の降雨量が

ほとんどなく、稲体を一時的に冷やすこと

もできず、また、夜間の高温が生育に大き

な影響を及ぼしました。

図 2　 出 穂 後 2 0 日間 の 平 均 気 温 （さい た ま市 ）
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3　今後に向けた主な稲作り

（1）土づくり

土づくりによって、特に登熟期後半の栄

養不足を改善し、自未熟粒や充実不足粒の

発生を抑制します。

（2）深耕
作土層を厚くすることで、根張りを良く

し障害を発生しにくくします。

（3）水管理

適期の中干しと、穂ばらみ期から穂揃い

期までは十分な深水を維持し、その後は田

面水が切れたら入水する間断潅水を行いま

す。

（4）適正な肥料の施用

幼穂長の発育程度と葉色やヨードカリ反

応などから、適正な穂肥を実施します。

その他、健全な稲作りのために、基本的

栽培技術を励行しましょう。


